
第７回東秩父村立小中学校あり方検討委員会　城山小中学校視察　報告書 

期日：令和６年７月１２日（金）10：00～11：35  
視 察 校 ：坂 戸 市 立 城 山 小 中 学 校 

 

■出席者　 
◎東秩父村立小中学校あり方検討委員会委員：７名 
◎東秩父村教育委員会事務局：５名 
（別紙出席簿） 
 

１　開会（10：05～10：15） 
【あいさつ】 
■東秩父村教育委員会教育長　　　　　小林　洋介  
■坂戸市教育委員会学校教育課長　　市川　宗典　様 
■坂戸市立城山小中学校長　　　　　　 小峰　大吾 様 
 

２　概要説明（10：15～10：40） 
【内容】 
■坂戸市立城山小中学校　小峰校長様より、パワーポイントを用いて、城山小中学校の概要を
ご説明いただく。 
 
◎児童生徒・学校の特性 
・中学生が大人びており、昭和の雰囲気がある。（中学生が小学生の面倒をよく見てくれる。） 
・中１ギャップがほぼゼロとなっている。 
・地域に密着しており、地域に愛される学校 
・特認校となっており、区域外就学を認めている。 
・施設一体型小中一貫校のため、本来は校長を２名を配置できるが、兼務としている。 
 
◎児童生徒の人数　（計 １４０名） 
・小学生　８２名（小学校３～４年生が複式学級となっている。） 
・中学生　５８名 
 
◎時間割について 
・モジュール学習（１単位授業時間の分割する短縮時間学習）の取入れ 
（１校時、２校時や３校時の授業開始 ５分ずらし、給食がゆっくり取れる。） 
（５、６年生で一部５０分授業の取入れ） 
・学年ごとの期別を分けた時間割の実施 
（１期　１～４年生、２期　５～６年生、３期　７～９年生） 



◎児童生徒の校内環境 
・小学生低学年と中学生の動線が被らないよう配慮した施設配置となっている。 
（小学生が使用する遊具は、中学生が過ごす校舎と遠いところに設置など） 
 
◎学校行事 
・小中合同の入学式・卒業式（９年生が１年生の手をつなぎ、一緒に入場） 
・小中合同の運動会（１～９年生が１つのチームとなり、競う。） 
・小中合同の音楽会（１～９年生がみんなで歌を歌う。） 
・お誕生日給食（誕生日の子がいつもより特別な給食） 
※一緒に行わない行事もある（中学生の卒業を祝う会　など） 
 
◎ブロック朝会等の実施 
・３つの期別ごとに、それぞれの学年リーダーを設定し、朝会を実施 
（１期　４年生がリーダー、２期　７年生がリーダー、３期　９年生がリーダー） 
・体育朝会（６年生中心） 
 
◎部活動 
・サッカー部（他校との３校合同チームで大会参加） 
・陸上部 
・ソフトテニス部（団体戦参加が難しい） 
・吹奏楽部 
・文化部 
※５年生から参加可能、課題として、外部からの刺激が少ない。 
 
◎朝の登校 
・小中学生一緒に登校している。（中学生が小学生の登校に寄り添ってくれている。） 
・あいさつ運動等も実施している。 
 
◎制服 
・基本的に中学校１年生（７年生）から制服を着用する。地域の方々と一緒に選定した。 
・男子　ブレザー、女子　スカート・スラックス 
・ジャージ着用は何年生からでも、可 
 
◎地域との関わり 
・夏まつり 
・大豆づくり 
・公民館へ作品提示 
・城西大学コラボ（中学生の大学訪問、陸上部指導など） 
 



３　授業・施設見学（10：40～11：15） 
【内容】 
■坂戸小中学校内の施設および児童生徒の授業、学校生活の見学を行う。 
 
◎校舎配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎西校舎、東校舎視察の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎施設整備について 
■開校に向けて、城山小中学校は、平成２５年度～２６年度に「小中一貫校整備工事」を行っており、 
下記のとおりの内容となっている。 
 
 
 
 
 
 
※その他、通学路の整備（防護柵・信号機・ガードパイプ・横断歩道の設置、歩道電柱移設）を行う。 

金額単位：千円
内容 整備金額 備考
職員室・給食室・プール・遊具等の整備 72,958

軽量鉄骨校舎賃貸借 119,880
西校舎 プレハブのリース料
（リース期間 H２７.４.１～R7.3.31）

城山小備品移転及び廃棄 4,120 （実施期間 H２６.７.３０～H２７.３.３１）

■ ＜西校舎＞ 

・（１年～４年生普通教室）

運動場

体育館

■　<東校舎> 

・(５～９年生普通教室) 

・（小中学校特別支援学級教室） 

・（特別室、職員室　等） 

プール



４　研究協議（11：15～11：35） 
【内容】 
■城山小中学校の概要説明や当日の施設視察等を実施しての質疑応答 
 
■「◎」が東秩父村からの当日の質問内容等で「→」が回答いただいた内容 

 
◎小中一貫校としての人事配置についての配慮は、どのように考え、行っているか。 
→現在は、学校の事情を考慮しながら、配置することが第一であると考えており、小中学校どちら
の教員免許をもっている人材もいるならよいが、それを優先的に考えるということはあまりない。 
「専科加配」といった通常よりもプラスして教員を配置することも現在制度としてあるため。 
 
◎部活動等の地域活動はどのような状況か 
→城山小中学校においても、すすめるのが難しい部分があり、外部指導者も十分にお願いできな
い状況である。 
 
◎クラブ活動の状況はどうか。また校内の清掃の取り組みはどのように行っているか。 
→クラブ活動については、少人数のため運営していくのが困難になってきている。清掃については、
清掃班を組んで、週１回で行うほか、坂戸市のシルバー人材にも部分清掃をお願いしている。 
 
◎児童生徒の校則の捉え方は。 
→昔ながらの校則があり、それを守っている。児童生徒からはあまり校則おいて不満がない様子で
あるが、今年度見直しを考えている。（例えば、衣替えをなくすことや靴下の色をどうするか　など） 
 

５　閉会 
【謝辞】 
■東秩父村立小中学校あり方検討委員会委員長 高橋 守 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■当日の東秩父村立小中学校あり方検討委員会の出席名簿 
 


